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令
和
６
年
度
　
事
業
計
画

（抜
粋
）

「途
切
れ
な
い
支
援
」
を
目
指
し
て

福
岡
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

会
長
　
　
横
山
　
利
恵

新
年
度
を
迎
え
通
学
路
に
は
、
大
き
な
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負

っ
た
新

一
年
生

の
姿
が
、
春
風
を
運
ん
で
く
れ
て
い
ま
す
。

一
方

で
能
登
半
島
地
震

の
発
災
か
ら
３
か
月
が
過
ぎ
ま
し
た

が
、
被
災
地
の
復
旧
復
興
は
ま
だ
ま
だ
と
聞
き
、
心
を
痛
め
て

お
り
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
会
員
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
多
く
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

．^

さ
て
、
令
和
６
年
度
は
、
各
機
関
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
次

の
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
皆
さ
ま
の
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

【私
た
ち
は

「障
が
い
者
の
権
利
擁
護
」
と

「政
策
提
言
」
を

行
う
運
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
】

○
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
防
災
の
推
進

ｍ
知
的
、
発
達
障
が
い
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
に
特
化
し

た
、
防
災
、
減
災
の
研
修
会
等
を
実
施
し
ま
す
。

②
自
治
体
に
対
し
て
、
指
定
福
祉
避
難
所
の
確
保
と
充
実
を

要
望
し
て
い
き
ま
す
。

同

「も
し
も
の
時
の
」
Ｐ
Ｃ
Ｂ

（事
業
継
続
計
画
）
の
情
報

提
供
を
行
い
ま
す
ｃ

Ｏ
災
害
時
は
、
地
域
の
力

（共
助
）
は
と
て
も
重
要
で
す
．

そ
の
た
め
地
域
団
体

へ

「
障
が
い

（者
）
理
解
」
を
図
る

た
め
に
擬
似
体
験
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
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ありがとうこざいました

この会報|よ、
共同募金の配分を受けて
作成したものです。

○
障
が
い
者
の
権
利
擁
護
の
推
進
に
つ
い
て

‐１‐
昨
年
度
に
引
き
続
き

「
障
害
基
礎
年
金
学
習
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

１２‐

「
成
年
後
見
制
度
」
や

「
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
」
な

ど
の
情
報
提
供
を
行

い
ま
す
。

い
福
岡
県
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援
事
業
を
実
施
し
、
障
が

い
者
の
社
会
参
加
を
推
進
し
ま
す
。

０
障
が
い
者

の
選
挙
権
に
係
る
適
切
な
支
援
と
情
報
提
供
を

行

い
ま
す
。

○
関
係
機
関
へ
の
要
望
に
つ
い
て

１‐
国
や
地
方
自
治
体
に
対
し
、
福
祉

・
教
育
施
策
等
に
関
す

る
要
望
書
を
提
出
し
ま
す
。

‐２１
地
方
自
治
体
に
対
し
て
の
要
望
書

・
請
願
書
な
ど
提
出
に

際
し
て
地
域
育
成
会

（親
の
会
）
の
支
援
を
行
い
ま
す
ｃ

ｕ
障
が
い
福
祉
に
関
係
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
積
極

的
に
意
見
を
述
べ
て
い
き
ま
す
．
ま
た
、
地
域
育
成
会

（親
の
会
）
に
も
啓
発
し
て
い
き
ま
す
。

令和 6年度 収支予算

経常収益

1受取会費 2,290,000

2受取補助金等 2,430,000

3事業収益 2,938,000

4寄付金その他 828,000

経常収益計 8,486,000

経常費用

事業費計 6,734,000

管理費計 1,752,000

経常費用計 8,486,000

当期経常増減額

福
祉
サ
ー
ビ
ス
苦
情
解
決
事
業

お
知
ら
せ

福
祉
施
設

・
事
業
所
や
在
宅
等
で
提
供
さ
れ
る
福
祉
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
苦
情
の
解
決
を
図
る
事
業
で
す
。

対
象
者
は
、
現
在
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方
や
そ
の

家
族
の
方
、
契
約
内
容
を
把
握
さ
れ
て
い
る
方
等
で
す
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
苦
情
に
つ
い
て
、
事
業
所
と
話
し
合
い
で
解

決
で
き
な
い
場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
す
。

※
内
容
に
応
じ
て
他
の
機
関
を
ご
案
内
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【問
い
合
わ
せ
先
】

福
岡
県
運
営
適
正
化
委
員
会
　
事
務
局

（０
９
２
）
９
１
５
‐
３
５
１
１

毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
　
９
時
～
１７
時

（※
祝
日
及
び
年
始
年
末
を
除
く
）

令
和
６
年
度
定
時
総
会

開
催
日
時

¨
令
和
６
年
５
月
１４
日

（火
）

１０
時
３０
分
～
１２
時

開
催
場
所

一
福
岡
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

西
棟
６
階
　
５
０
１
研
修
室

★
中
間
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

★
川
勝
麗
子
　
☆
加
藤
純
子

☆
久
留
米
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

☆
桂
川
町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

☆
岡
垣
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

★
嘉
麻
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

★
芦
屋
町
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

☆
行
橋
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

★
糸
島
市
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会

☆
大
野
城
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

★
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
か
す
が

★

エ
ン
ゼ
ル
　
★

（福
）
翼
会

☆
つ
ば
さ
の
会
　
　
（敬
称
略
、
順
不
同
）

能登半島地震義援金

ありがとうございます

福岡県手をつなぐ育成会連絡協議会

総額 256,226円
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寄
付
金
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

令
和
６
年
３
月
Ｈ
日

（月
）
１１
時

か
ら
福
岡
市
博
多
区
の
全
国
信
用
協

同
組
合
連
合
会
応
接
室
に
お

い
て
、

福
岡
県
信
用
組
合
協
会

会
長

吉
丸
秀

利
氏

よ
り
、
当
育
成
会

へ
寄
付
金

１２
万
８
１
０
６
円
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。ま
た
、
贈
呈
式
に
は
全
国
信
用
協

同
組
合
連
合
会

福
岡
支
店
次
長

森
本

忠
弘
氏
、
九
州
信
用
組
合
協
会
、
福

岡
県
信
用
組
合
協
会

常
務
理
事

大
北

泰
生
氏
が
同
席
さ
れ
ま
し
た
。

皆
様
の
ご
厚
情
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

憤
=■
_恵子会長 福岡県信用組合吉丸秀利会長

この寄付金は、「しんくみピーターバンカード」と呼ばれる信用組合、組合連合会、いオリエントコーボレー

ションが提携しておこなつている社会貢献活動の一環で、信用組合のお客さまが「しんくみピーターバンカード」

でショッピングをされると、利用額の一部が信組業界の指定したチヤリテイ関連団体に寄付される仕組みです。

令
和
６
年
１
月
２７
日

（土
）
２８
日

（日
）
両
日
に
亘

っ

て
愛
媛
県
松
山
市
、
愛
媛
県
県
民
文
化
会
館
に
て
、
全
国

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
初
日
は
、
３
分
科
会
と
す
ま

い
る
大
会

（本
人
大

会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

☆
第
１
分
科
会
　
幼
少
期

。
学
童
期

・
青
年
期

一
ひ
と
り
ひ
と
り
の
個
性
を
伸
ば
し
、
無
理
な
く
楽

し
く
暮
ら
す
」

★
第
２
分
科
会
　
高
齢
期

一楽
し
い
人
生
は
夕
暮
れ
か
ら
は
じ
ま
る
」

★
第
３
分
科
会

　

「障
害
」
者
理
解

・
啓
発
と
防
災

一ま
さ
か
の
時
に
も
支
え
合
え
る
つ
な
が
り
を
深
め
る
」

各
分
科
会
で
熱
心
な
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
第
１
分
科

会
で
は

「
き
ょ
う
だ
い
」
と
し
て
の
か
か
わ
り
方
、
第
２
分

科
会
で
は

「親
な
き
後
」
ど
う
支
え
て
い
く
か
、
能
登
半
島

地
震
直
後
で
も
あ
り
、
第
３
分
科
会
で
は
、
共
生
社
会
と
防

災
に
つ
い
て
、
熱
心
な
討
議
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

二
〓
二
ｔ

い、
式
真
の
後

一
夢
あ
る
人
生
」
と
題
し
秋
川

雅
ｔ
氏

（
手
ノ
ヽ
ル
歌
手

・
代
表
白

一
千

の
風
に
な

っ

て
」
）
の
記
念
講
演
が
あ
―，
ま
し
た
こ
終
わ
り
に
大
会
宣

言
が
採
択
さ
れ
、　
一
秋
田
で
会

い
ま
し
ょ
う
」
の
合
言
葉

を
残
し
閉
幕
し
ま
し
た
ｃ

全
国
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
連
合
会
　
会
長
表
彰

お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す

宮
若
市
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
　
岩
見
　
正
仁

氏

令
和
６
年
２
月
２４
日

（土
）
長
崎
市
出
島
メ
ッ
セ
に
て

約
３
０
０
名
の
会
員
が
参
集
し
全
国
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

「
本
人
を
主
体
と
し
た
生
き
が
い
を
感
じ
る
事

業
所
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
真
剣
な
討
議
が
交
わ
さ

れ
ま
し
た
。

介
護
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま

し
た
が
、
職
員

の
確
保
や
地
域

と
の
関
係
な
ど

課
題
が
あ
げ
ら

れ
ま
し
た
。

参

加

者

皆

が
、

「
利
用
者

が
生
き
が
い
を

感

じ

る
事

業

所
」
を
め
ざ
す

思
い
を
、
心
に

刻
ん
だ
大
会
で

し
た
。

○
令
和
６
年
度
第
１
回
福
岡
県

知
的
障
が
い
者
相
談
員
研
修
会

令
和
６
年
８
月
１６
口

（金
）
１３
時

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
１
研
修
室

○
令
和
６
年
度
　
手
を

つ
な
ぐ
育
成
会
福
岡
県
大
会

令
和
６
年
１０
月
１９
日

（上
）
１０
時

ヽ
１５
時

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
　
ー
階
ホ
ー
ル

全国事業所協議会長崎県大会

福
岡
県
育
成
会
の
主
な
行
事

た

。

的
被
害
は

れ
て
い
た
の

て

一

」
と
言
葉
少
な
に

で
会
員

の



(3) 1第 132号 は ぐ く む 令和 6年 4月 30日

障害者支援施設 北野学園・第二北野学園

沿   革 知的障害者更生施設として昭和50年北野学園続
いて昭和56年第二北野学園が開園されました。
その後、通所部が開設され、短期入所、日中一

時支援事業の認可を受け今日に至っています。

『あなたのために』愛・和・感謝
福祉サービスを必要とされる利用者お一人おひと

りが、地域社会の一員として生活されますように

支援するとともに、地域福祉の向上に努めますこ

法人理念

第二北野学園の掃き清められた玄

関で私の目に飛び込んできたのは、

壁面に飾られた折り紙でした。「これは折り鶴でなくお花な

のです」と.サービス管理責任者の石田景子さんが愛おしそ
うに説明されました。学園の外では、大根の収穫後の畑に、

玉ねぎの高が植えられていました。「ほとんどが、利用者の

食材となります」。その日は「お誕生会」でしたっ応接室で

は、北野学園施設長の橋本義和氏から「誕生会」特製の昼食

を勧められました。トレイに添えられた野菜は学園で収穫

されたもので、とても美味しく頂きましたЭ

豊かな土地と水そして皆さんの汗が、ひとつになり、

美味しい料理が生まれたことを確信しました=
学園のサービスロ標のひとつに『食は命』が掲げられて

います。春の陽光に身を包まれながら、食は愛であり、和

を育み、感謝の心を抱かせていただき、幸せに包まれ、学

園を後にしました,3            (事 務局)

きたのがくえんは令和 7年度リニューアルいたします。

障害者支援施設 北野学園

福岡県久留米市北野町塚島509-l TEL 0942-78-2363
FAX 0942-78-3325

聰季節感あふれる年間行事

お花見 夏祭り(納涼祭1 :モ三会 敦老会
コスモスフェスティバル タ∵スマス会
忘年会 新年会 節分 防災言|=
健康診断 他に月ごとの行事がら

「

ます
=

洟障がいに応じた作業など

・厳しい衛生管理のもとでの顔パックの製造(マスク班)
・ハウスや田畑での農作業 (ワーク班・アグリ班)
・食事介護やリハビリも実施されています。

理事長橋本義治氏、統括施設長橋本とも子氏施設長

橋本義和氏、事務長平田政徳氏サービス管理責任者安

成勇治氏、吉田淳一氏、鴨川祥子氏、石田景子氏、は

じめ利用者・職員の皆様 心から感謝申し上げます。

第二北野学園障害者支援施設

北野学園

農作業 (ワ ーク班) マスク班

第二北野学園の玄関 誕生会での食事メニュー

競
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全国手をつなぐ育成会連合会 発行

情報・交流誌「手をつなぐ」

◇機関誌「手をつなぐ」購読ご希望の皆さまは
本会事務局にお申し込みください。

・年間購読料 一口 3,900円 (送料別)

※送料は回数によって異なり、一口 (1冊 )の
場合は年間240円です。

【購読料のうち一口当たり50円 は災害発生時の見
舞金や支援活動資金に充てられます】

手をつなぐ3/4月 号表紙

【賛助会員会費は次の通りです】
知的障がいのある人たちが、ノーマライゼーション

の理念の下、自立した地域生活をおくるために必要な
運動を活発に展開するには、賛助会員の方々の支えが
必要です。

是非、ご協力をお願いします。

◆会費(個人会員)1回  2,000円 /年
◆会費(団体会員)1回 10,000円 /年
◆会報「はぐくむ」で活動内容をお伝えします。

【ご入会については事務局までお問い合わせください】
公益社団法人 福岡県手をつなぐ育成会
電話 :092-584-4374 FAX:092-584-4378

E‐mail i inお@k_ikuseiorg
HP:httpsi//fk_ikusei.Org/
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●新規

団体会賛助

は る
塵1
庁三 様

年

年 (順不同)

多忙 :仕事などでひどくいそがしい。

多用 1用事が多くていそがしい.

どちらも、日常よく使われていますc多忙が仕事上で多用は公私
ともにいそがしいときに使いわけされます。

「忙」は心編、「心」が下側に位置するときは「小」の形になり、「した

ごころ」と呼びます。左側に位置するときは「 |」の形になり、「りっ

しんべん」と呼びます。

「忙」を普通に解釈すれば「心をなくす」あるいは「死」を意味すると

ころに行きつきます。

それゆえ「多忙」は結婚式などの慶事では避けられます。
いずれにせよ、心をなくすようでは生活も仕事も生きが
いをなくすことにつながりませんね.

ら

10L

「多忙」と「多用」

我
が
家
は
、
知
的
障
が
い
者
で
新
聞
を
読
む
こ
と

が
好
き
な
妹
の

「智
ち
ゃ
ん

（６０
歳
）」
幼
児
期
の

ポ
リ
オ
で
肢
体
マ
ヒ
は
有
る
が
器
用
な
叔
母
の

「
レ

イ
子
さ
ん

（
９０
歳
）」
そ
し
て
妻
と
小
生
の
４
人
で

暮
ら
す
普
通
の
家
庭
で
す
。
そ
ん
な
家
庭
で
ち
ょ
っ

と
し
た
問
題
が
発
生
し
ま
し
た
。
最
近
、
妹
が
新

聞
を
読
む
と
き
に
ど
う
も
良
く
見
え
て
い
な
い
よ
う

で
、ま
た
、日
々
の
生
活
で
も
よ
く
転
倒
す
る
な
ど
…
。

近
隣
の
眼
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
受
診
し
、
白
内
障

と
の
診
断
、
手
術
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
「通

常
な
ら
簡
単
な
手
術
で
終
わ
る
の
で
す
け
ど
、
妹

さ
ん
は
障
が
い
が
あ
る
の
で
全
身
麻
酔
の
方
が
安

全
で
し
ょ
う
か
ら
総
合
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。」

そ
の
後
、
総
合
病
院
を
受
診
し
て
の
検
査
結
果

は
同
様
で
し
た
。

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
生
ま
れ
て
初
め
て
入
院

・

手
術
す
る
こ
と
に
な
る
妹
の
心
理
状
態
で
す
。
病
院
で

手
術
と
聞
い
た
だ
け
で
目
に
涙
を
た
め
強
い
不
安
を
回

に
出
し
て
訴
え
て
い
ま
し
た
。
自
宅
に
帰
り
数
日
間
か

け
て
納
得
が
い
く
ま
で
説
明
を
続
け
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
時
期
に
開
催
さ
れ
た
嘉
麻
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
の
集
ま
り
の
席
で
妹
は
参
加
さ
れ
た
ご

家
族
に
６
月
に
は
白
内
障
の
手
術
を
す
る
旨
の
報

告
を
し
て
い
ま
し
た
。

そ
れ
を
聞
い
た
方
た
ち
は
、
皆
が

「智
ち
ゃ
ん
」

の
不
安
を
よ
く
理
解
さ
れ
、
妹
に
か
け
ら
れ
る
言

葉
の
一
つ
ひ
と
つ
が
優
し
く
、
妹
の
気
持
ち
を
温

か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

育
成
会
の
集
ま
り
が
大
切
な
こ
と
を
再
認
識
し

た
時
で
も
あ
り
ま
し
た
。

次
回
、
担
当
の
機
会
に
は

「智
ち
ゃ
ん
と
レ
イ
子
さ

ん
の
関
係
」
に
つ
い
て
記
述
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
（裕
）
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